
1

令和７年度の県政運営について

令和７年５月７日（水）

令和７年度第１回県及び市町村長・議長会議
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説明内容
 県づくりの基本方向

 第４次山形県総合発展計画
後期実施計画策定の考え方

 令和７年度県政運営の基本的考え方

 令和７年度の主要施策
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県づくりの基本方向
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県民とともに県づくりを進めるための指針となる
「第４次山形県総合発展計画」を令和２年3月に策定

【基本目標】

本県ならではの人と自然の調和に基づいて、将来にわたり、活力に満ち、
質の高い、“新しいやまがた”の暮らし、社会経済、地域の姿を目指す

◆第４次山形県総合発展計画の概要
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持続可能な開発目標
（ＳＤＧｓ）の視点
から県づくりを推進

政策の柱

①次代を担い地域を支える人材の育成・確保

②競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

③高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

④県民が安全・安心を実感し、総活躍できる社会づくり

⑤未来に向けた発展基盤となる県土の整備・活用

山形で暮らして幸せ
山形を訪れて幸せ

本県の特性・資源を活かした
暮らし・地域の基盤を充実

基本目標

第４次山形県総合発展計画における県づくりの基本方向（全体像）
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第４次山形県総合発展計画
後期実施計画策定の考え方
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施策展開において重視する視点 ～「共生」「共創」×「挑戦」～

【本県の県づくりの根底にある考え方】

➢ 人と自然との望ましい関わり合い・・・自然との「共生」
日々の暮らしや地域における支え合い、お互いを活かしあう精神・・・多様な人との「共生」

➢ 地域の企業やＮＰＯ、大学など多様な主体が力を合わせ、新たな価値を創造してきた「共創」の精神

【今後の県づくりにおいて重視する視点】

➣ 時代の潮流を踏まえ、本県の優れた特性・資源を最大限に活用することはもとより、それらを生み・
育んできた「共生」と「共創」の精神をさらに深め、拡げていくことが重要

➣ そのためにも、様々な社会経済環境の変化を好機と捉えて積極的に「挑戦」していくことが重要

➡「共生」「共創」×「挑戦」を後期実施計画に通底する行動指針・姿勢として明確化し、重視

【時代の潮流】

➢ 自然界からの収奪を伴う限りない効率化 ⇒ 自然界との調和を前提とした持続可能性の重視
➣ 人々の地球環境保全意識の高まりなどの価値観の変化、ＧＸをはじめとした社会変革

・・・本県のような優れた特性・資源を持つ地域にとって「追い風」となる変化

人と人との信頼・絆の強さ、充実した子育て環境、仕事と家庭が両立したゆとりある暮らし、 地域の安全、

豊かな自然文化・食、環境と調和したエコロジカルな社会システム など

【本県の優れた特性・資源等】

「共生」 ⇒ 「誰一人取り残さない」との考えのもと、包摂性・寛容性をさらに高めていく
「共創」 ⇒ 今後も様々な分野で共創の実践を続けることで、地域の価値をさらに高めていく
「挑戦」 ⇒ 上記をさらに深化・拡充するために、積極的に「挑戦（チャレンジ）」していく
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➢ 行政課題が多様化・複雑化する中、限りある行政資源の下で、より実効性の高い
取組みを展開していくためには、課題を明確化し、政策横断的な対応も意識しなが
らメリハリある対応を行っていくことが必要

➡ 後期実施計画では、従来の政策別の対応方向に加えて、政策の枠を超え、重点

的な対応が必要となる課題を「重点テーマ」として設定し、総合的かつ戦略的な

対応の方向をパッケージ化して示し、全部局を挙げて横断的に取り組む

＜重点テーマ＞

① 若者・女性をはじめ多様な人々を惹きつける地域づくり

② 産業人材の育成及び多様な人材の就労の促進

③ 地域社会・産業経済の国際化の推進

④ デジタルの徹底活用による暮らしの利便性・産業活力の向上

⑤ 優れた環境資産を活用した環境と経済の好循環の創出

⑥ 超高齢社会に対応した安全・安心の構築

⑦ 大規模災害等に対応した地域防災力の向上

「重点テーマ」の設定
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令和７年度
県政運営の基本的考え方
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● 第４次山形県総合発展計画の基本目標の実現に向けて、本県発展の源で
ある人口の減少スピードの緩和に粘り強く取り組むとともに、当面、人口
減少が避けられない中で、暮らしの質と地域社会の活力の向上を図る、
「抑制」と「対応」の両面からの「人口減少対策」を強化
その際、地域活性化への貢献はもとより、将来的な移住・定住も見据

え、関係人口・交流人口の拡大を推進

● 併せて、人口減少対策の土台となる県民の豊かな生活や地域の持続的
な発展に不可欠な「産業の稼ぐ力の向上」に積極果敢に対応

● こうした県づくりを進めるにあたり、県民の暮らしと経済活動の基盤
である「安全・安心の確保」を重視し、着実に推進

今後の施策展開の方向性についての基本的な考え方今後の施策展開の方向性についての基本的な考え方
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主な方向性
１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

〜山形の魅力向上・発信、デジタル化、人材の育成・確保と活躍の促進〜
○人口減少の抑制（若者・女性の県内定着・回帰の促進、関係人口の創出など）
○人口減少への対応（デジタル化の推進、こども・若者に対する教育の充実など）

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化
〜山形の魅力向上・発信、デジタル化、人材の育成・確保と活躍の促進〜
○人口減少の抑制（若者・女性の県内定着・回帰の促進、関係人口の創出など）
○人口減少への対応（デジタル化の推進、こども・若者に対する教育の充実など）

３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」
〜地域防災力の向上、気候変動・超高齢社会等の将来への備え〜
○大規模災害、気候変動への対応の強化（異常気象から県民の命と暮らしを守る取組みの強化など）
○日常生活のリスク等への対応の強化（医療・福祉・介護提供体制の整備など）

３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」
〜地域防災力の向上、気候変動・超高齢社会等の将来への備え〜
○大規模災害、気候変動への対応の強化（異常気象から県民の命と暮らしを守る取組みの強化など）
○日常生活のリスク等への対応の強化（医療・福祉・介護提供体制の整備など）

２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」
〜新たな技術や国内外の活力の取込み、地域資源の活用促進、県民所得の向上〜
○DX・GX、起業等の促進（企業の生産性向上やｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに向けた取組みの促進など）
○人・モノの交流の拡大（国内外の来訪者を呼び込む交流機会の創出と発信力の向上など）

２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」
〜新たな技術や国内外の活力の取込み、地域資源の活用促進、県民所得の向上〜
○DX・GX、起業等の促進（企業の生産性向上やｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに向けた取組みの促進など）
○人・モノの交流の拡大（国内外の来訪者を呼び込む交流機会の創出と発信力の向上など）

※赤字は特に重点的な対応が必要となる課題
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令和７年度の主要施策
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人と自然がいきいきと調和し、
真の豊かさと幸せを実感できる山形 の実現に向けて︕

やまがた‟みらい共創“予算

令和７年度 当初予算
6,754億1,900万円

３ 様々なリスクへの対応
強化による「安全・安心
の確保」

１ 中長期を見据えた
「人口減少対策」の強化

２ 時代の変化を推進力
とした「産業の稼ぐ力
の向上」



１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

14

○「県民まんなか」みらい共創カフェの開催【新規】
・こどもや若者、女性、高齢者など、様々な県民との意見交換の実施
・県政への県民の意見の積極的な反映の推進

「こども知事室」の様子
（R6.8.5）

重点テーマ①

「知事と若者の地域創生ミーティング」
の様子（R6.7.16）



（例）子育て世帯（40歳未満）が山形県に移住し、
賃貸住宅に住んだ場合の支援額
・若者・子育て世帯移住支援金 4０万円
・家賃補助 ２４万円
・食の支援（米・みそ・しょう油）約５万円相当

安心して暮らし働くことができる環境づくり

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

15

○０〜２歳児の保育料無償化に向けた段階的な負担軽減
第３階層の世帯（推定年収330万円未満） 月額19,500円の1/2
第４階層の世帯（推定年収470万円未満） 月額30,000円の1/2
第５階層の世帯（推定年収640万円未満） 月額44,500円の1/4【新規】

○若者・子育て世帯の移住促進
・若者・子育て世帯移住支援金の支給【拡充】
・移住世帯に対する賃貸住宅の家賃補助
・移住者への食の支援（米・みそ・しょう油）

合計 約70万円の支援

重点テーマ①

※①と②は併給可能

現行 令和７年度

①若者世帯
（40歳未満）

10万円
／世帯

10万円
／単身世帯

20万円
／二人以上世帯

②子育て世帯
（15歳未満の子帯同）

10万円
／世帯

20万円
／世帯

拡充

【若者・子育て世帯
移住支援金の拡充】



安心して暮らし働くことができる環境づくり

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

16

○包摂性・寛容性の高い地域づくりの推進【新規】
・若年女性の県内定着及び女性の活躍を促進する

「Womenʼs Meeting in Yamagata（若手社会人女性×女子学生）」の開催
・若者による山形での多様な働き方・暮らし方の取材及びＷＥＢ等での情報発信
・性的マイノリティ当事者の方などが抱える不安や悩みに寄り添う

相談窓口の設置
・アンコンシャス・バイアスの解消に向けた動画を活用した

意識啓発キャンペーンの展開

○働く女性へのサポートの充実
・女性非正規雇用労働者の賃金引上げ及び正社員転換に対する

支援金の支給
・企業における女性活躍の意識醸成や環境整備を促進するセミナーの開催
・キャリアコンサルタントの派遣

重点テーマ①



安心して暮らし働くことができる環境づくり

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

17

重点テーマ②○元気な高齢者の就業の促進
・未就労の高齢者及び雇用意欲のある企業の掘り起こし
・マッチングに向けたセミナーや合同企業説明会の開催【拡充】

○就労継続支援Ｂ型事業所の工賃向上に向けた
総合的な支援
・「山形県共同受注センター」による取引のあっ旋・紹介
・工賃向上に向けたセミナー及び個別相談会の開催【拡充】

就労継続支援Ｂ型事業所製品の
販売会の様子

シニア向け合同企業説明会の様子



次代を担うこども・若者の教育の充実

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

18

○国際的な視野と起業家精神を持ち山形からイノベーション
を起こす人材の育成【新規】
・県立高校の生徒を対象とした、外国人講師とのマンツーマンのオンライン英会話や

企業等の外国人との対面交流の実施
・起業家精神の育成に向けて大学や地元企業等による伴走支援を実施する「やまがた

イノベーティブマインドスクール（仮称）」の開校

○児童生徒に対する支援体制の充実
・専門知識をもったスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどの

外部専門家の派遣
・校内教育支援センターを設置した小学校への

学習指導員の配置
・メタバースを活用した不登校児童生徒への

支援【新規】
・経済的困難を抱えた世帯のフリースクール等

利用料を補助する市町村に対する支援【新規】

重点テーマ②

イベント会場

県内の紹介動画

学習動画

こどもたちの作品紹介

メタバース空間のイメージ



次代を担うこども・若者の教育の充実

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

19

○県立高校や特別支援学校の校舎整備
・新庄志誠館高等学校の整備
・上山高等養護学校・山形盲学校の改築
・県立高校における洋式トイレの集中的整備【新規】

○私立学校の運営・授業料等負担軽減のための支援の強化
・私立高校及び私立専修・各種学校の運営費に対する助成
・政府の高等学校等就学支援金への県単独による上乗せ補助金
（低所得世帯への入学金補助等を含む）の交付【拡充】

○本県における「夜間中学」の在り方に関する
検討
・県・市町村・有識者による協議会の設置【新規】

重点テーマ②

山形盲学校が併置される
現上山高等養護学校敷地



次代を担うこども・若者の教育の充実

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化
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○東北公益文科大学の公立化の準備・機能強化
・公立大学法人設立準備委員会の開催による公立化・機能強化に向けた検討
・入学者の確保に向けた高校生とその保護者等へのＰＲの実施
・起業マインド育成の取組みに対する支援

○東北農林専門職大学における人材育成
・臨地実務実習の実施

東北公益文科大学 東北農林専門職大学

重点テーマ②



○新スポーツ施設についての検討の深化
・新スポーツ施設に係る山形市と連携・協力した有識者による検討会議の開催
・専門事業者による支援を踏まえた検討の推進【拡充】

○県立博物館の移転整備に向けた検討
・新博物館の基本構想策定に向けた検討

委員会の開催
・基礎調査の実施

活力あるまちづくりの推進

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

21

山形県立博物館

重点テーマ①



多文化共生の推進

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

22

○企業における外国人材の受入拡大に向けた支援
・「外国人材採用支援デスク」による企業への伴走型での採用支援
・外国人留学生を対象とした合同企業説明会や企業との交流会の開催【拡充】
・県内企業における高度外国人材の受入れに対する支援【新規】
・外国人労働者の生活環境改善のための取組みに対する支援

○留学生の県内受入れの拡大
・現地教育機関との関係構築に向けた訪問団の派遣

○留学生の県内定着に向けた支援
・県内就職を目指す外国人留学生に対する奨学金の

支給
・産学官による留学生トータルサポート体制の充実

外国人材活用
支援窓口

企業

採用
相談

伴走型
支援

外国人材活用支援デスク

重点テーマ③



多文化共生の推進

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

23

○多文化共生の地域づくりの推進
・多文化共生に対する理解を深める交流イベントの開催【新規】
・事業者等が実施する日本人と外国人の交流事業等に対する支援【新規】
・日本語教育コーディネーターの設置【拡充】
・日本語教室開催への支援【拡充】

○国際交流の拡大
・海外山形県人会から推薦された若者を対象とした日本語研修や技術研修、

本県の若者との交流の実施

外国人を対象とした日本語教室

重点テーマ③



国内外の活力を呼び込む交通ネットワークの形成

１．中長期を見据えた「人口減少対策」の強化

24

○山形・庄内空港の機能強化と滑走路延長等への検討
・山形空港におけるＧＳＥ（空港の地上業務に使用する機材）の整備【新規】
・庄内空港の機能強化につながる国内線と国際線の動線分離の推進
・山形・庄内空港の機能強化に向けた「将来ビジョン（仮称）」の検討【新規】

○将来の山形新幹線米沢トンネル（仮称）整備費用の
負担に備えた基金の積立

○鉄道の沿線活性化や利用拡大に向けた
プロジェクトの推進
・米沢トンネル（仮称）の早期実現や県内の鉄道の維持・

発展に向けた県内全域での鉄道沿線活性化と利用拡大に
つながる取組みの推進

重点テーマ①
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２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

○地域課題解決型ビジネスの創出促進
・市町村を核とした地域課題解決型ビジネスを創出する体制の構築への支援【新規】

○多様な主体の連携によるイノベーションの創出促進
・県、米沢市、米沢商工会議所、山形大学工学部の連携によるイノベーション創出

に向けた仕組みづくり【新規】

○先端技術を活用した新ビジネスの創出促進
・ＸＲ（クロスリアリティ）を活用できる人材の育成
・県内企業におけるＸＲ利活用の促進
・次世代放射光施設「ナノテラス」の活用支援【新規】

イノベーションの創出に向けた
連携に係る基本合意書締結式

（R6.12.18）

重点テーマ④

ＸＲ（クロスリアリティ）
⇒現実の世界と仮想空間を融合させ、現実では知覚できない

疑似体験を提供する空間を創り出す画像処理技術の総称。
ＶＲ（仮想現実）、АＲ（拡張現実）などの先端技術を含む。
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２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

○中小企業による設備投資等への支援
（中小企業まるっとサポート補助金）
・県内中小企業・小規模事業者が行う収益力向上やＤＸに向けた設備投資への支援

【新規】
・県内中小企業・小規模事業者の防災対策等の事業継続力強化の取組みに対する支援

○製造業やＩＴ関連企業等の積極的な誘致
・企画や研究開発部門などの本社機能を併設して新たに工場を立地する製造業者に対

する補助金の交付【新規】
・ＩＴ・デザイン業等のソフト産業の誘致の推進【拡充】

○モーダルシフトの促進やコンテナ貨物への
転換助成等による酒田港の利用拡大
・コンテナ航路の利用に対する助成
・酒田港利用拡大に向けたポートセールスの実施

重点テーマ①



27

２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

環境と経済の好循環の創出

○県内企業の脱炭素経営の推進【新規】
・専門家の派遣による脱炭素経営に向けた改善指導の実施
・脱炭素経営に取り組む企業の取引拡大への支援

○県内企業のＧＸ関連産業参入への支援【新規】
・県内企業のＧＸ関連技術に関する技術力・製品開発力の強化

重点テーマ⑤
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２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

環境と経済の好循環の創出

○水素社会の実現に向けた取組みの推進
・水素エネルギーについての理解促進
・県内企業の水素関連産業への参入に向けた勉強会の開催
・水素エネルギーの利活用に関する実証事業を行う事業者に対する支援【新規】
・水素ステーションの導入可能性調査及び整備事業に対する支援

○洋上風力発電の拠点となる酒田港の機能強化
・酒田港における防波堤、ふ頭用地等の整備の推進

重点テーマ⑤

洋上風力発電イメージ
出典︓資源エネルギー庁HP
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２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

環境と経済の好循環の創出

○蔵王の樹氷復活に向けた取組みの強化
・中長期的なオオシラビソ林の再生計画の策定【新規】

○山岳資源を活用した持続可能な経済活動の推進及び交流人口・
関係人口の拡大【新規】
・「やまがた百名山」の利用拡大に向けたデジタルスタンプラリーの実施
・保全活動の担い手確保に向けた山岳環境保全体験ツアーの開催

重点テーマ⑤
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２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

力強い農林水産業の振興・活性化

○「さくらんぼ」をはじめとした県産果物の魅力発信
・「やまがたフルーツ150周年」の浸透と

県産フルーツや果樹農業への理解醸成に
向けた県内外でのイベントの開催やタイ
アップ企画の実施、多様な手法でのＰＲ
【新規】

⇒「さくらんぼメモリアルフェスタ」の開催
（６月６日・７日）

⇒「やまがたフルーツＥＸＰＯ」の開催
（８月９日・10日）

○気候変動に強いさくらんぼ産地づくり【新規】
・高温対策に必要な遮光資材、散水設備等の導入への支援
・「佐藤錦」から早生品種や晩生品種への品種転換への支援
・気象災害に強く安全性の高い新型雨よけハウスの開発

新型雨よけハウス



31

２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

力強い農林水産業の振興・活性化

○果樹産地の維持に向けた緊急支援
・価格高騰の影響で更新が遅れているスピードスプレーヤの

更新への支援

○地域食材の付加価値向上に向けた取組みの
推進【新規】
・需給マッチングアプリを活用した、地域食材の新たな

流通ルートを構築するモデル事業の実施

重点テーマ④

スピードスプレーヤ

需給マッチングのイメージ
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２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

力強い農林水産業の振興・活性化

○農業人材の確保と経営継承の促進
・就農希望者向け研修園地「果樹研修ファーム」

整備への支援【新規】
・「樹園地継承データベース」の構築
・農繁期が異なる地域と連携した外国人材の短期

派遣（リレー派遣）の受入れの試行

○漁業の担い手確保に向けた取組みの強化
・漁業就業支援サイト「やまがた漁業START」

による漁業の魅力発信
・漁村地域における新規漁業就業者の受入体制構築への支援【新規】
・漁業就業に関心のある人材と漁村地域が交流する「ぷち漁業体験」の実施【新規】
・漁業研修を行う就業希望者への生活費・家賃の支援
・新規漁業就業後の独立後３年目までの定額給付による支援

■ 樹園地継承データベースの事業イメージ

市町村

離農予定者
就農予定者・

規模拡大希望農家

①相談

②情報
登録

④閲覧
⑤照会

⑥連絡

⑦契約交渉

クラウド ホームページ
公開③

連動

樹園地継承データベース
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２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

国内外からの観光・交流人口の拡大

○「アクセシブルツーリズム」の推進【新規】
・旅行者の誰もが山形での観光を安全かつ快適に楽しむことが

できる「アクセシブルツーリズム」の推進に向けた機運醸成
及び受入態勢の整備

○銀山温泉と県内観光地を結ぶ広域連携の促進【新規】
・広域連携に向けた調査・検討及び二次交通のモデル事業の実施

○ターゲットの嗜好に基づく戦略的なプロモーションの
推進
・「ラーメン県そば王国」などの本県ならではの地域資源を活用

し、ＤＸにより、個々人の嗜好に応じた観光情報や新たな旅の
楽しみ方を提案する実証事業の実施
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２．時代の変化を推進力とした「産業の稼ぐ力の向上」

国内外からの観光・交流人口の拡大

○インバウンド・アウトバウンドの促進による
海外との相互交流の拡大
・高付加価値旅行者をターゲットにした付加価値の高い

観光地づくりの推進
・東北観光推進機構や東北６県等と連携した欧州への

プロモーションの実施【新規】
・仙台空港からの個人旅行客の呼び込みに向けた

海外現地プロモーションの実施【新規】
・国際チャーター便を運航する旅行会社・航空会社、

外航クルーズ船社への誘致活動の推進
・県民のパスポート取得に対する支援

重点テーマ③
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３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

○令和６年７月の大雨災害からの復旧・復興

○災害に強い県づくりに向けた有識者会議の設置【新規】
・本県における防災・減災対策の今後の方向性の検討

決壊

新田川

新田川 堤防決壊（新庄市） 一般国道３４４号
道路法面崩落（真室川町）

荒瀬川 浸水被害 （酒田市）

荒瀬川

重点テーマ⑦
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３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

災害に強い強靭な県土づくり

○激甚化・頻発化する豪雨災害を踏まえた治水対策の推進
・「最上川水系流域治水プロジェクト」等に基づく、浸水被害の軽減を図るための

計画的な河川整備の実施

○事前防災対策の強化
・河川堤防の点検及び予防修繕の充実【拡充】
・堆積土砂や支障木の撤去、土砂の再堆積抑制対策等による

河川の流下能力の確保
・土砂災害が発生するおそれのある箇所

の土砂災害警戒区域等への指定に向け
た基礎調査の実施【拡充】

重点テーマ⑦
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３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

○地震から命を守るための住宅の改修や減災対策への支援
・住宅の耐震改修及び居間等の部分補強や屋根の軽量化、防災ベッドの導入等の

減災対策に対する支援【拡充】

災害に強い強靭な県土づくり
重点テーマ⑥

接合部の金物補強 基礎の補強 筋交いによる補強 構造用合板による補強
耐震改修の例 ▶

減災対策の例 ▶

防災ベッド 屋根の軽量化 (瓦葺き から 金属板葺きに）
出典︓一般財団法人日本建築防災協会
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３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

県民・事業者の防災意識の向上

○地域における防災学習の推進
・「地域における防災学習アクションプラン」の策定【新規】

○防災学習へのデジタル技術の活用
・県防災学習館や各地に出張する起震車における、ＶＲ（仮想現実）による

災害疑似体験機会の創出【新規】

○多様な防災の担い手の育成
・Ｗｅｂを活用した、小中学生や大人を対象とした防災に

関する検定の実施【新規】
・防災士養成研修講座の実施【拡充】
・教員を目指す大学生に対する防災士資格取得支援【新規】
・県内４地域における「女性防災士育成セミナー」の開催【新規】

○事業者の災害対応力の強化
・ＢＣＰ（事業継続計画）策定に関するセミナーの開催

重点テーマ⑦
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３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

県や市町村の災害対応力の強化

○災害対応におけるデジタル技術の活用の推進
・災害発生時の迅速な避難や円滑な避難所運営に向けた防災アプリの導入【新規】
・災害時を想定した新たなオンライン診療モデル事業等の実施【新規】

○避難所における生活環境の改善等に資する資機材の充実
・電源供給可能な起震車、衛星通信機器、テント式

パーティションの整備【新規】

○災害警備活動の高度化
・警察職員の災害警備用資機材の充実（レスキュー

ボート、ウェットスーツ等） 【新規】
・被災地への迅速かつ安全な出動に資する

ＳＵＶ車両の整備【新規】

重点テーマ⑦
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３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

医療提供体制の充実

○医療従事者の確保・定着に向けた取組みの推進
・山形大学医学部と連携した医師の確保・定着の促進
・医師・看護職員修学資金の貸付【拡充】
・高校生等に向けたＰＲ動画等による看護職の魅力発信【新規】
・開業医の医業承継に対する支援
・山形県病院薬剤師奨学金返還支援金の貸付
・薬剤師不足が深刻な病院に対する薬剤師の派遣体制構築に向けた検討【新規】

○西村山地域の新病院整備に係る基本計画の策定
・県立河北病院及び寒河江市立病院の統合・再編による

新病院整備に向けた基本計画の検討

重点テーマ⑥



41

３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

安心して生活を送ることができる環境づくり

○低所得世帯の経済的負担の軽減
・市町村が行う冬の灯油購入費等への支援に対する助成

○ひとり親家庭への支援
・ひとり親家庭応援センターによる総合的な相談・支援
・就職に有利な資格取得を目指すひとり親へのパッケージ型支援
・ひとり親家庭に対する県産米の提供

重点テーマ①
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３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

安心して生活を送ることができる環境づくり

○こどもの居場所づくりへの支援
・こどもの居場所づくりサポートセンターによる総合的な相談対応・支援やＰＲ
・こども食堂等こどもの居場所づくりに取り組む団体への運営経費の助成
・新たにこどもの居場所づくりに取り組む団体への立ち上げ経費の助成【新規】

○孤独・孤立対策の推進
・官民連携プラットフォームの設置及びキックオフイベントの開催【新規】
・「やまがたつながりポータルサイト」の開設【新規】
・孤独・孤立の現状を把握する「人々のつながりに関する基礎調査」の実施【新規】

孤独・孤立に

寄り添う光の妖精

ヒカリノ

（内閣府公式キャラクター）
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３．様々なリスクへの対応強化による「安全・安心の確保」

自然と環境を守る持続可能な地域づくり

○持続可能な鳥獣被害防止対策の推進【新規】
・新たな対策に向けたツキノワグマ等の生息状況モニタリングの実施（知る）
・クマの市街地出没防止に向けた地域における取組みへの支援（守る）
・将来にわたるイノシシ被害抑制のための捕獲強化（捕る）
・持続可能な被害防止体制についての県と市町村等との検討の場の設置

イノシシ対策用
ワイヤーメッシュ柵の設置

庭先のカキの木に登る
ツキノワグマ



~ ご清聴ありがとうございました ~

人と自然がいきいきと調和し、
真の豊かさと幸せを実感できる山形 を実現！
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